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5１
　わたしたち野田市民は、日本国憲法、地方自治法の基本理
念に則り、地域の個性を生かしながら、基本的人権を尊重し、
平和を尊ぶ野田らしいまちづくりに懸命に努力を続けている。
　日本国憲法、地方自治法施行５０周年の節目の年にあたり、
わたしたちは、両法の重要性を再認識するとともに、市民憲
章の精神、平和祈念碑の碑文の精神を育みつつ、豊かな自然
と歴史を生かした健康な文化都市を目指すために、ここに野
田市を「個性豊かなまちづくりを行う人権・平和尊重都市」
とすることを宣言する。 （平成９年５月５日）

個性豊かなまちづくりを行う
人権・平和尊重都市宣言

の
西
側
に
集
中
し
て
い
た
交
通
機
関

の
東
西
へ
の
分
散
や
、
東
西
間
の
行

き
来
、
さ
ら
に
東
側
の
鉄
道
利
用
者

の
利
便
性
の
向
上
な
ど
に
努
め
て
き

ま
し
た
。

梅
郷
駅
は
月
額
千
　
円
に

500

　
さ
ら
に
、
東
口
の
整
備
に
あ
わ
せ

て
、
駅
前
広
場
の
南
側
に
東
口
市
営

駐
輪
場
の
建
設
工
事
を
進
め
、　
月
12

１
日
に
は
、
敷
地
面
積
　
・
　
平
方

824

07

メ
ー
ト
ル
、
地
下
１
階
、
地
上
３
階

建
て
の
駐
輪
場
を
開
設
し
ま
す
。

　
駐
輪
場
内
に
は
、
自
転
車
千
　
台
570

と
原
動
機
付
自
転
車
　
台
が
収
容
で

80

き
、
さ
ら
に
上
層
階
へ
の
自
転
車
の

移
動
に
便
利
な
、
自
走
式
ベ
ル
ト
コ

ン
ベ
ア
ー
も
備
え
て
い
ま
す
。

　
開
設
時
間
は
、
毎
日
４
時
　
分
か

30

ら
翌
日
１
時
ま
で
で
、
施
設
に
は
管

理
人
を
置
き
、
受
付
や
管
理
業
務
を

行
い
ま
す
が
、
１
時
か
ら
４
時
　
分
30

ま
で
は
、
出
入
口
を
閉
鎖
し
ま
す
。

　
な
お
、
使
用
料
は
、
自
転
車
等
駐

車
対
策
協
議
会
に
ご
意
見
を
伺
い
、

月
額
千
　
円
を
基
本
と
し
、さ
ら
に
、

500

学
生
は
　
円
引
き
の
千
円
（
１
階
は

500

除
く
）
と
し
ま
し
た
。

　
梅
郷
駅
東
口
市
営
駐
輪
場
の
申
込

受
付
は
、　
月
　
日
か
の
９
時
か
ら
、

11

15

同
管
理
人
事
務
所
で
行
い
ま
す
。

　
な
お
、　
月
　
日
か
ら
　
月
　
日

11

15

11

30

ま
で
の
受
付
時
間
は
９
時
か
ら
　
時
17

ま
で
で
、　
月
１
日
か
ら
は
４
時
　

12

30

分
か
ら
翌
日
１
時
ま
で
と
な
り
、
申

し
込
み
で
き
る
利
用
期
間
は
、　
年
22

３
月
　
日
ま
で
で
す
。

31

　
月
１
日

月
１
日
 梅
郷
駅
東
口
市
営
駐
輪
場
開

梅
郷
駅
東
口
市
営
駐
輪
場
開
設設

１２１２　
新
規
申

新
規
申
込込
はは
　
月月
　
日
９
時

日
９
時
か
ら
か
ら
直直
　
　
接接 
駐
輪
場

駐
輪
場
でで

１１１１

１５１５

                 　
    　
学
生
学
生
はは
最最
大大
でで
　
円
引
き

円
引
き
にに

500500

　
　
　
　
　
　
  ～
野
田
市
駅
・
川

～
野
田
市
駅
・
川
間間
駅
駐
輪
場
も
料
金

駅
駐
輪
場
も
料
金
改改
定
～
定
～

由
通
路
整
備
を
、
さ
ら

に
　
年
に
は
、
西
口
駅

20
前
広
場
と
東
口
駅
前
広

場
な
ど
を
整
備
し
、
駅

（
２
面
に
つ
づ
く
）

　
市
で
は
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
作
成
し
た「
総
合
計
画（
新

市
建
設
計
画
）」
で
、「
梅
郷
駅
周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
重
点
的
に
取
り

組
む
べ
き
事
業
の
一
つ
と
し
て
位
置

づ
け
、
平
成
　
年
に
は
東
西
連
絡
自

19

■梅郷駅東口市営駐輪場の案内図

山崎１８７３－７所 在 地
８２４.０７平方メートル敷 地 面 積
鉄筋コンクリート造地下１階・鉄
骨造地上３階構 造

自転車１,５７０台
原動機付自転車８０台収 容 台 数

４時３０分～翌日１時
※１時～４時３０分は出入口を閉鎖管 理 時 間

☎７１２１-３１９６（１１月１５日から開設）電 話
※管理時間と電話がつながる時間は、１１月１５日～１１月３０
日は９時～１７時、１２月１日からは４時３０分～翌日１時と
なりますので、ご注意ください。

地上３階・地下１階の梅郷駅東口市営駐輪地上３階・地下１階の梅郷駅東口市営駐輪場場

　
市
で
は
、
総
合
計
画
で「
梅
郷
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
」を
重
点

事
業
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、東
西
連
絡
自
由
通
路
や
駅
前
広
場

の
整
備
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。　
月
１
日
に
は
、
東
口
市
営
自

12

転
車
等
駐
車
場（
駐
輪
場
）も
開
設
し
ま
す
が
、
利
用
希
望
者
の
新

規
申
込
を
　
月
　
日
９
時
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。さ
ら
に
既
存
の
市

11

15

営
駐
輪
場
の
料
金
の
見
直
し
も
行
い
、　
月
か
ら
引
き
下
げ
ま
す
。

12



許

　
申
し
込
み
の
際
、
学
生
と
障
害
者

や
生
活
保
護
受
給
者
な
ど
の
免
除
対

象
の
方
は
、
学
生
証
や
障
害
者
手
帳

な
ど
の
写
し
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
営
駐
輪
場
の
開
設
に
よ

り
、
自
由
通
路
東
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

付
近
に
開
設
し
て
い
た
仮
設
駐
輪
場

と
、
西
口
の
旧
バ
ス
回
転
所
裏
に
あ

る
仮
設
駐
輪
場
・
原
動
機
付
自
転
車

置
場
は
、　
月
　
日
で
閉
鎖
し
ま
す
。

11

30

野
田
市
・
川
間
両
駅
は
千
円
に

　
さ
ら
に
、
市
で
は
、
平
成
９
年
に

策
定
し
た
「
自
転
車
等
駐
車
対
策
に

関
す
る
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
、　15

年
に
設
定
し
た
、
屋
根
付
き
の
野
田

市
駅
市
営
第
１
・
第
２
、
川
間
駅
南

口
市
営
第
１
の
三
つ
の
市
営
駐
輪
場

の
料
金
が
、
近
隣
市
と
比
較
し
て
高

す
ぎ
る
と
の
批
判
や
、
今
回
の
梅
郷

駅
東
口
市
営
駐
輪
場
の
使
用
料
設
定

と
同
時
に
、
見
直
し
を
行
う
べ
き
と

の
意
見
も
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、

自
転
車
等
駐
車
対
策
協
議
会
に
検
討

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　
北
部
地
区
は
、
市
内
で
も
犯
罪
発

生
状
況
が
高
い
こ
と
や
、
交
番
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
近
年
の
住

宅
開
発
や
商
業
施
設
の
進
出
に
よ
り
、

人
口
や
世
帯
が
増
え
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、市
で
は
、　
月
１
日
、ロ
ッ
ク

10

タ
ウ
ン（
七
光
台
）内
に
、「
野
田
市
北

部
安
全
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」、通
称

「
北
部
ま
め
ば
ん
」を
開
設
し
ま
し
た
。

　
同
施
設
に
は
、防
犯
推
進
員（
警
察

官
経
験
者
）が
勤
務
し
、小
学
生
の
下

校
時
間
帯
な
ど
を
考
慮
し
て
、　
時
か

14

ら
　
時
ま
で
毎
日
、
立
番
や
在
所
勤

19
務
の
ほ
か
、
警
察
や
自
主
防
犯
組
織

と
の
連
携
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

住
民
か
ら
多
く
の
防
犯
相
談
が

　
開
設
か
ら
１
か
月
、
北
部
ま
め
ば

ん
に
は
、市
民
か
ら
の
自
転
車
の
盗
難

に
対
す
る
相
談
や
迷
子
の
保
護
、
地

域
住
民
か
ら
の
防
犯
相
談
、
警
察
・

開
設
し
て
３
年
が
経
っ
た
「
南
部
ま

め
ば
ん
」
で
も
、
相
談
や
通
報
な
ど

年
間
　
件
近
い
業
務
を
行
っ
て
お
り
、

300

地
域
の
防
犯
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

“
市
営
交
番

“
市
営
交
番
””「
北
部

「
北
部
ま
め
ば
ん
」

ま
め
ば
ん
」開
設
か
ら
１
か

開
設
か
ら
１
か
月月

 　
自自
　

　
主主 
防
犯
組

防
犯
組
織織
やや
警
察
警
察
と
の
と
の
連
携
連
携
でで

地

　
　
　
　
　
　
地
域域
のの
防
犯
活
動

防
犯
活
動
がが
強
化
強
化

七光台小の向かいの北部まめば七光台小の向かいの北部まめばんん

自
主
防
犯
組
織
と
の
情
報
交
換
な
ど
、

　
件
の
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

41　
地
域
住
民
や
七
光
台
小
学
校
の
児

童
・
保
護
者
な
ど
か
ら
も
、「
近
く
に

ま
め
ば
ん
が
あ
る
だ
け
で
安
心
」「
こ

の
地
域
を
守
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
南
部
地
区
（
み
ず
き
）
に

■梅郷駅東口市営駐輪場
１,５００円地下1階・1階・2階一

般

自転車定
期

１,０００円３階（屋根なし）

１,５００円１階
学
生

１,０００円地下1階・2階

  ５００円３階（屋根なし）

２,５００円  原動機付自転車（屋外）

  １５０円１回
  自転車一

時
使
用

１,５００円１１枚つづり回数券

  １５０円１回  原動機付
  自転車（屋外） １,５００円１１枚つづり回数券

■野田市駅市営第１･第２、川間駅南口市営第１駐輪場
１,０００円一般

  自転車定
期

  ５００円学生

２,５００円  原動機付自転車

  １００円１回
  自転車一

時
使
用

１,０００円１１枚つづり回数券

  １５０円１回  原動機付
  自転車 １,５００円１１枚つづり回数券

を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

　
協
議
会
で
は
、
総
合
計
画
に
基
づ

き
減
価
償
却
を
除
く
運
営
経
費
を
基

本
に
統
一
料
金
と
す
る
こ
と
や
、
学

生
は
一
般
よ
り
マ
イ
ナ
ス
　
円
と
し
、

500

民
間
駐
輪
場
を
利
用
す
る
学
生
に
は

差
額
を
補
助
す
る
こ
と
な
ど
を
基
本

に
、
検
討
を
重
ね
て
い
た
だ
き
、
最

終
的
に
、
野
田
市
駅
・
川
間
駅
の
管

理
水
準
な
ど
を
基
本
に
、
２
千
円
か

ら
運
営
経
費
相
当
額
で
あ
る
千
円
を

統
一
料
金
の
基
本
と
し
、
そ
れ
を
上

回
る
管
理
水
準
の
梅
郷
駅
は
、
運
営

経
費
相
当
額
の
千
　
円
と
す
る
こ
と

500

と
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

 全所属長に聴取調査
　個人情報漏えい防止を強化
 ー 徹底した管理で再発を防止 ー

　平成２１年９月１８日に発生した、社会福
祉課職員による生活保護世帯の個人情
報漏えいの原因は、本来持ち出しては
ならない個人情報が記載された書類を
自宅に持ち帰る途中、盗難にあうという
事件によるものでした。
　個人情報の持ち出し禁止は当然のこ
とでありましたが、５月に続き不祥事
が発生したことで、市では、再発を防
止するため、１０月６日から１３日まで、
全所属長に対し、個人情報の取扱状況
の聴取調査を行いました。
　調査では、社会福祉課以外にも、３
課において所属長の許可のもと持ち出
している状況や、個人情報を含む文書
の施錠管理が３課で徹底していないな
どの問題が発覚しました。
　市では、今後、このような不祥事を二
度と起こさぬように、全所属長に対して
管理の徹底を指導するとともに、許可
の有無にかかわらず持ち出しの全面禁
止、徹底した職員研修の実施など、個
人情報の管理に万全を期していきます。
　　　　　　　　野田市長　根本　崇



距

　
市
で
は
年
２
回
、
一
般
会
計
と
特

別
会
計
の
収
支
具
合
で
あ
る
財
政
事

情
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
平
成
　
年
21

度
上
半
期
（
４
月
～
９
月
）
の
内
容

は
表
の
と
お
り
で
す
。

　
４
月
１
日
号
の
市
報
で
お
知
ら
せ

し
た
一
般
会
計
予
算
は
、教
育
費
や
民

生
費
、総
務
費
な
ど
が
補
正
さ
れ
、当

初
に
比
べ
３
・
　
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
　

77

438

億
4
千
　
万
３
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

41

　
上
半
期
の
執
行
状
況
は
、
歳
入
は

市
税
な
ど
　
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
が
収

43

入
済
み
で
、
歳
出
は
　
・
２
パ
ー
セ

35

ン
ト
が
支
出
済
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険

な
ど
の
特
別
会
計
予
算
総
額
は
、
補

正
に
よ
り
0
・
　
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
　

05

287

億
８
千
　
万
８
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

423

【
問
合
せ
】
財
政
課

平
成
　
年
度
上
半
期
（
４
月
１
日
か
ら
９
月
　
日
ま
で
）

２１

30

　
市
の
財
政
事
情
を
お
知
ら
せ



鋸

の
選
手
、
指
導
者
、
市
民
で
す
。

　
実
技
指
導
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　
月
４
日
鞘
ま
で
に
青
少
年
課（
平

12日
）
か
、
野
田
市
少
年
野
球
連
盟
・

堀
江
☎
７
１
２
３
 
６
３
６
２
（
夜

間
、
上
・
醤
・
□祝 
）
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
青
少
年
課

－

　
市
で
は
、
少
年
野
球
の
技
術
を
高

め
て
も
ら
お
う
と
、　
月
　
日
醤
　

12

13

10

時
か
ら
　
時
ま
で
（
雨
天
中
止
）、
総

16

合
公
園
野
球
場
で
、金
光
興
二
氏（
法

政
大
学
野
球
部
監
督
）と
同
校
野
球
部

に
よ
る
模
範
演
技
と
実
技
指
導
を
行

い
ま
す
。

　
対
象
は
、
市
内
少
年
野
球
チ
ー
ム

総
合
公
園
で
少
年
野
球
教
室

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

【
問
合
せ
】秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係

　
市
で
は
、
平
成
　
年
の
市
政
の
動

21

き
や
市
内
の
出
来
事
な
ど
を
、
全
紙

サ
イ
ズ
の
写
真
　
点
で
振
り
返
る

50

「
 
広
報
写
真
展
～
写
真
で
見
る
こ

の
１
年
」
を
、　
月
　
日
鐘
か
ら
　

12

16

25

日
鞘
ま
で
の
８
時
　
分
か
ら
　
時

30

20

（
最
終
日
は
　
時
）
ま
で
、
市
役
所

15

１
階
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催

し
ま
す
。

　
ま
た
、
写
真
の
ほ
か
に
、
市
報
や

グ
ラ
フ
野
田
、
ポ
ス
タ
ー
、
野
田
を

平
成
　
年
を
振
り
返
る「
広
報
写
真
展
」

21

市
役
所
で
講
演
会
と
作
品
展

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択

さ
れ
た
翌
年
の
昭
和
　
年
か
ら
、
毎

24

年
　
月
　
日
の
人
権
デ
ー
を
最
終
日

12

10

と
す
る
１
週
間
を
人
権
週
間
と
定
め
、

人
権
意
識
を
高
め
る
た
め
の
運
動
を

全
国
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、市
で
は
、人
権
週
間
に
あ

わ
せ
て
、
人
権
意
識
の
普
及
と
、
あ

ら
ゆ
る
差
別
や
偏
見
を
な
く
す
た
め

に
、「
人
権
週
間
記
念
講
演
会
」と「
子

ど
も
人
権
作
品
展
」を
開
催
し
ま
す
。

◆
人
権
週
間
記
念
講
演
会

【
日
時
】　
月
6
日
醤
　
時
　
分
～

12

13

30

　
時
15【

場
所
】
市
役
所
８
階
大
会
議
室

【
内
容
】
カ
ラ
ー
ジ
ュ
に
よ
る
「
今

見
つ
め
た
い
命
と
心
」
と
題
し
た
講

演
と
歌
、
ギ
タ
ー
演
奏

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

【
内
容
】
市
内
小
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
に
よ
る
人
権
に
関
す
る
ポ
ス
タ

ー
や
標
語
な
ど
の
作
品
を
展
示

【
問
合
せ
】
人
権
週
間
記
念
講
演
会

の
こ
と
は
人
権
施
策
推
進
課
、
子
ど

も
人
権
作
品
展
の
こ
と
は
指
導
課

◆
子
ど
も
人
権
作
品
展

【
日
時
】　
月
1
日
鍾
～
７
日
鉦
の

12

９
時
～
　
時（
最
終
日
は
　
時
ま
で
）

19

15

【
場
所
】市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

権
が
侵
害
さ
れ
た
と
き
に
は
、
そ
の

相
談
を
受
け
、
被
害
救
済
の
た
め
適

切
な
措
置
を
取
り
ま
す
。

　
な
お
、　
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣

10

か
ら
、戸

一
夫
氏
が
新
規
に
、髙
橋

澄
江
氏
が
再
任
で
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
　
月
１
日
か
ら
　
年
９
月

10

24

　
日
ま
で
で
す
。

30

　
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題

を
総
合
的
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成

　
年
度
に
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国

13連
　
年
に
関
す
る
野
田
市
行
動
計
画
」

10
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、　
年
度
か
ら
は
、
イ
ン
タ

17

ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
な
ど
の
新

し
い
課
題
も
含
め
た
、
新
た
な
人
権

施
策
の
基
本
方
針
で
あ
る
「
人
権
教

育
・
啓
発
に
関
す
る
野
田
市
行
動
計

画
」
を
策
定
し
、
講
演
会
の
開
催
や

啓
発
冊
子
の
作
成
・
配
布
な
ど
を
行

い
、
人
権
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

悩
み
ご
と
は
人
権
擁
護
委
員
へ

　
さ
ら
に
、
市
役
所
で
は
、
毎
月
７

日
、　
日
、　
日
の
月
３
回（
上
・
醤
、

17

27

□祝 
の
場
合
は
変
更
）、い
ち
い
の
ホ
ー

ル
で
は
毎
月
第
３
障
に
人
権
擁
護
委

員
に
よ
る
、「
人
権
相
談
」
を
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す
。
事
前
予
約
制
で
す

の
で
、
詳
細
は
市
報
１
日
号
の
「
相

談
日
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権

擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民
の
人
権
が

侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
見
守
り
、
人

電話番号氏　名

☎７１２２－４７７０ 遠藤 　
えんどう

 関子 
せ き こ

☎７１２４－６４４８ 上 
かん

 林 　
ばやし

 陽子 
よ う こ

☎７１３８－０８８０ 金剛寺 　
こんごうじ

 守 
まもる

☎７１９８－１８０５ 逆井甚一郎 
さかさいじんいちろう

☎７１２９－４５３７ 白石 　
しらいし

 秀敏 
しゅうびん

☎７１２２－７５８５ 高橋 　 澄江 
たかはし すみえ

☎７１９６－１４１３ 髙林 
たかばやし

　 幸雄 
ゆきお

☎７１９８－１０１７ 田中 　 和子 
たなか かずこ

☎７１２４－１２４６ 戸 
と

 　 　 一夫 
べ かずお

■市内の人権擁護委員（五十音順）

※電話相談も受け付けています。

 ひ
と
り
で
悩
ま
ず

　
 人
権
擁
護
委
員
に
相
談
を

慢
」
と
題
し
、
学
芸
員
や
市
民
グ
ル

ー
プ
が
各
市
に
残
る
歴
史
の
あ
る
建

物
を
紹
介
し
ま
す
。

　
な
お
、
野
田
市
は
6
日
日
　
時
　

15

30

分
か
ら「
名
勝
髙
梨
氏
庭
園
の
建
物
修

理
工
事
」を
テ
ー
マ
に
発
表
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

　
文
化
財
を
身
近
か
に
感
じ
て
い
た

だ
こ
う
と
、
千
葉
県
北
西
部
地
区
文

化
財
行
政
担
当
者
連
絡
協
議
会
で

近
隣
市
の
文
化
財
の
魅
力
を
紹
介

訪
れ
た
著
名
人
の
色
紙
な
ど
も
展
示

し
ま
す
。

は
、　
月
５
日
土
、
６
日
日
　
時
か

12

13

ら
　
時
ま
で
、
欅
の
ホ
ー
ル
で
、「
文

16
化
財
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、「
わ
が
ま
ち
た
て
も
の
自

市の動きを写真などで回市の動きを写真などで回顧顧



距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

第
　
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会

40　　
　
　
　
市
内
中
学
生
が
大
活
躍

　
　
月
　
日
に
、
神
奈
川
県
横
浜

10

25

市
の
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ

れ
た
「
第
　
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

40

ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会
」
で
、
市

内
の
中
学
校
か
ら
参
加
し
て
い
た

選
手
が
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

　
な
お
、
敬
称
は
略
し
ま
し
た
。

◆
走
り
高
跳
び（
３
年
生
の
部
）

全
国
３
位
・
 佐
藤
智
紀
 （東
部
中
）

さ
と
う
と
も
き

◆
走
り
幅
跳
び（
１
年
生
の
部
）

全
国
３
位
・
 間
中
太
亮
 （岩
名
中
）

ま
な
か
ひ
ろ
あ
き

漁

植
樹
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
を

　
市
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
社

会
参
加
の
機
会
増
加
や
、
ス
ム
ー
ズ

な
移
動
の
た
め
に
、
福
祉
タ
ク
シ
ー

の
運
賃
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
対
象
者
は
、
市
民
税
が
非
課

税
と
な
っ
て
い
る
　
歳
以
上
の
ひ
と

70

り
暮
ら
し
や
夫
婦
世
帯
の
方
、
介
護

保
険
要
介
護
・
要
支
援
の
認
定
者
、

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
３
級
の

方
、
療
育
手
帳
所
持
者
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
方
で
す
。

　
料
金
の
２
分
の
１
を
、
１
回
千
円

を
限
度
に
月
　
回
ま
で
助
成
し
ま
す
。

10

　
利
用
に
は
市
役
所
、
関
宿
支
所
、

各
出
張
所
で
、
事
前
に
申
請
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、　
月
か
ら
は
、リ
フ
ト
付
・

11

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
用
車
両
が
利
用
で

き
る
事
業
所
と
し
て
、
新
た
に
「
か

し
わ
介
護
タ
ク
シ
ー
」（
柏
市
大
室
１

 リ
フ
ト
付
き
も
増
え

　
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
所
を
拡
大
拡
大

１
６
０
 
　
☎
７
１
５
１
 
０
３
３

10

３
）
が
増
え
、
一
般
の
福
祉
タ
ク
シ

ー
を
利
用
で
き
る
事
業
所
を
含
め
、

　
社
（
　
事
業
所
）
と
な
り
、
さ
ら

37

39

に
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
高
齢
者
は
高
齢
者
福
祉
 

課
、
障
害
者
は
社
会
福
祉
課

－

－

　
市
と
の
取
引
は
入
札
参
加
申
請
を

　
市
と
建
設
工
事
や
業
務
の
請
負
、

物
品
の
販
売
な
ど
の
取
り
引
き
を
行

う
た
め
の
、
平
成
　
年
度
の
「
入
札

22

参
加
資
格
審
査
申
請
」
の
追
加
申
請

受
付
を
実
施
し
ま
す
。

　
要
領
や
様
式
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）

す
る
と
と
も
に
、
管
財
課
窓
口
で
も

配
布
し
て
い
ま
す
。　

　
な
お
、
今
回
の
申
請
受
付
は
、　20

年
　
月
の
当
初
申
請
や
　
年
５
月
の

11

21

追
加
申
請
で
資
格
登
録
を
さ
れ
な
か

っ
た
方
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

　
す
で
に
登
録
済
み
の
方
は
、
追
加

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
申
請
書
の
提
出
は
、
原
則
郵
送
か

宅
配
便
と
し
ま
す
が
、
市
内
の
業
者

は
、
管
財
課
窓
口
で
も
受
け
付
け
可

能
で
す
。
要
領
を
熟
読
し
、
誤
り
や

不
足
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
審
査
結
果
は
、
申
請
書
に
添
付
さ

れ
た
返
信
用
封
筒
で
送
付
し
ま
す
。

　
合
格
す
る
と
　
年
４
月
１
日
か
ら

22

　
年
３
月
　
日
ま
で
の
１
年
間
有
資

23

31

格
者
と
し
て
資
格
業
者
名
簿
に
登
録

さ
れ
ま
す
。

【
受
付
期
間
】　
月
　
日
火
～
　
月

11

24

12

　
日
月

21※
水
道
事
業
関
係
の
入
札
参
加
資
格

申
請
は
、水
道
部（
中
根
　
・
☎
７
１

324

２
４
 
５
１
４
５
）へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
管
財
課
契
約
係

－

方
を
募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、
希
望
者
は
当
日
集
合
場
所

に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
雨
天
で
も

開
催
し
ま
す
。

　
ス
コ
ッ
プ
、
長
靴
、
軍
手
、
雨
具

な
ど
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
、
集
合
場
所
付
近
の
県
道

我
孫
子
関
宿
線
に
は
、
目
印
に
緑
色

の
の
ぼ
り
旗
を
設
置
し
ま
す
。

　
ま
た
、
み
ど
り
の
ふ
る
さ
と
づ
く

り
実
行
委
員
会
は
、
市
内
の
緑
化
運

動
を
進
め
て
い
る
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
で
す
。
み
ど
り
に
関
心
の
あ

る
方
や
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ
け

る
方
の
入
会
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
希
望
者
は
、
み
ど
り
の
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
み
ど
り
の
課

　
み
ど
り
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
実
行

委
員
会
で
は
、
み
ど
り
豊
か
な
野
田

市
に
し
よ
う
と
、　
月
　
日
醤
　
時

11

22

10

か
ら
正
午
ま
で
木
間
ケ
瀬
丸
山
公
園

で
植
樹
を
行
い
ま
す
。

　
植
樹
す
る
樹
木
は
、
サ
ク
ラ
（
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
）　
本
、
ケ
ヤ
キ
１
本

30

で
す
。

　
そ
こ
で
、
植
樹
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る

　
対
象
者
は
、
確
定
申
告
を
予
定
し

て
い
る
市
民
で
、
パ
ソ
コ
ン
で
簡
単

な
文
章
入
力
が
で
き
る
方
で
す
。

　
定
員
は
、
　
人
（
多
数
の
場
合
抽

23

　
市
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確

定
申
告
方
法
を
学
び
な
が
ら
、
パ
ソ

コ
ン
の
基
本
操
作
も
覚
え
て
も
ら
お

う
と
、　
月
　
日
木
　
時
か
ら
正
午
ま

12

17

10

で
、野
田
公
民
館
で「
パ
ソ
コ
ン
で
確

定
申
告
講
座
」を
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
で
確
定
申
告
に
挑
戦

選
・
未
受
講
者
優
先
）
で
す
。

　
申
し
込
み
は
、　
月
　
日
月
必
着

11

30

で
往
復
は
が
き
に
必
要
事
項
（
住
所

・
氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢
）
を
記

入
し
、
〒
　
 
０
０
３
５
中
野
台
　

２７８

１６８

 
１
野
田
公
民
館
へ
郵
送
か
、
返
信

用
は
が
き
持
参
で
直
接
窓
口
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
野
田
公
民
館
☎
７
１
２

３
 
７
８
１
８ －

－

－

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙



禦

３
１
４
へ

◆
童
謡
の
会
　
　
月
　
日
日
　
時
　

11

22

13

30

分
～
　
時
　
分
市
役
所
エ
ン
ト
ラ
ン

15

30

ス
ホ
ー
ル
で
。「
野
菊
」や「
菊
」、「
た
き

び
」な
ど
を
み
ん
な
で
歌
う
。楽
譜
が

必
要
な
方
の
み
　
円
。当
日
会
場
受
付
。

300

問
清
水
☎
７
１
２
２
 
３
９
５
１

◆
下
根
獅
子
舞
と
棒
剣
術
　
　
月
　

11

23

日
月
　
時
～
正
午
下
根
香
取
神
社

10

（
木
間
ケ
瀬
）で
。
棒
術
や
剣
術
、
独

特
の
リ
ズ
ム
を
奏
で
る
笛
の
音
色
に

あ
わ
せ
た
３
匹
の
獅
子
舞
な
ど
。
木

間
ケ
瀬
小
学
校「
伝
統
芸
能
ク
ラ
ブ
」

の
４
～
６
年
生

　
人
が
棒
剣
術

10を
披
露
。
市
指

定
無
形
民
俗
文

化
財
。
問
社
会

教
育
課

◆
大
正
琴「
藤
の
音
」発
表
会
　
　
月
11

　
日
月
　
時
～
　
時
欅
の
ホ
ー
ル
・

23

13

15

小
ホ
ー
ル
で
。「
聖
者
の
行
進
」
や

「
オ
リ
ー
ブ
の
首
飾
り
」
な
ど
。
当

日
会
場
へ
。
問
藤
田
☎
７
１
２
５
 

１
５
０
４

◆
福
田
の
森
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９
　

　
月
　
日
水
　
時
　
分
～
正
午
二
ツ

11

25

10

30

塚
小
学
校
で
。「
ラ
・
ク
ン
パ
ル
シ
ー

タ
」
や
「
カ
ミ
ニ
ー
ト
」
な
ど
の
演

奏
。
ス
リ
ッ
パ
持
参
。
当
日
会
場
へ
。

問
二
ツ
塚
小
学
校
☎
７
１
３
８
 
１

６
７
７

－

－

－

※
天
候
や
感
染
症
対
策
な
ど
に
よ
り
、
中
止
・

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、事
前
に

主
催
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

講
座
・
講
演
会

◆
元
気
さ
わ
や
か
童
謡
・
懐
メ
ロ
健

康
体
操
　
　
月
２
日
水
～
平
成
　
年

12

22

２
月
３
日
水
　
時
～
　
時
　
分
関
宿

10

11

30

総
合
公
園
体
育
館
で
。全
７
回（
　
月
12

２
日
水
は
無
料
体
験
）。　
歳
以
上
の

20

女
性
。　
人（
抽
選
）。参
加
費
３
千

30

円
。申
込
み
は
　
月
　
日
日
必
着
で
電

11

29

話
か
往
復
は
が
き
（
住
所
・
氏
名
・
ふ

り
が
な
・
年
齢
・
☎
を
明
記
）
で
〒
　270

 
０
２
２
５
平
井
　
関
宿
総
合
公
園

401

体
育
館
☎
７
１
９
８
 
８
５
０
０
へ

◆
小
物
作
り
教
室
　
　
月
４
日
金
　

12

10

時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。
来
年

の
干
支（
寅
）の
置
き
物
作
り
。
材
料

代
　
円
。
裁
縫
道
具
や
ボ
ン
ド
、
ピ

800
ン
セ
ッ
ト
を
持
参
。
申
込
み
は
　
月
11

　
日
金
～
　
日
月
に
フ
ァ
ク
ス
で
 

20

30

野
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
☎
７

１
２
６
 
８
６
０
９
・
思
７
１
２
４

 
９
４
４
６
へ

◆
ア
ー
ト
ク
レ
イ
シ
ル
バ
ー
一
日
体

験
教
室
　
　
月
４
日
金
　
時
～
正
午

12

10

－

－

－

－

南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。
純
銀
粘

土
で
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
型
の
ア
ク

セ
サ
リ
ー
作
り
。
先
着
　
人
。
材
料

10

代
２
千
　
円
。
筆
記
用
具
を
持
参
。

500

申
込
み
は
　
月
　
日
金
～
　
日
月
に

11

20

30

杉
山
☎
７
１
２
４
 
６
２
３
０
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
落
語
を
楽
し
も
う「
笑
紫
会
」発
表

会
　
　
月
　
日
土
正
午
～
　
時
　
分

11

21

17

30

総
合
福
祉
会
館
で
。当
日
会
場
受
付
。

問
鎌
田
☎
７
１
２
５
 
５
６
６
２

◆
せ
き
や
ど
図
書
館
ま
つ
り
　
　
月
11

　
日
土
～
　
日
月
い
ち
い
の
ホ
ー
ル

21

23

内
せ
き
や
ど
図
書
館
な
ど
で
。
ア
ニ

メ
映
画
の
上
映
や
工
作
教
室
な
ど
。

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
時
間
や
会
場
、
申

込
み
は
事
前
に
直
接
同
図
書
館
☎
７

１
９
８
 
４
９
４
６
へ

◆
長
編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
会

　
　
月
　
日
土
　
時
と
　
時
は
「
オ

11

21

14

18

オ
カ
ミ
の
護
符
」、　
日
日
　
時
と
　

22

10

13

時
　
分
は
「
湯
の
里
ひ
じ
お
り
」。い

30
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
。
当
日
券
千

　
円（
高
校
以
下
　
円
）。
前
売
り
券

200

700

千
円
（
高
校
生
以
下
　
円
）
の
販
売

500

場
所
な
ど
は
山
崎
☎
７
１
２
７
 
２

－

－

－

－

◆
水
墨
画
に
よ
る
「
野
田
の
無
形
民

俗
文
化
財
展
」　
　
月
　
日
金
～
　

11

27

12

月
３
日
木
９
時
～
　
時
（
初
日
は
　

17

11

時
か
ら
、
最
終
日
は
　
時
ま
で
）
欅

16

の
ホ
ー
ル
内
野
田
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
。
約
　
点
。　
月
　
日
日
に
は

25

11

29

塗
り
絵
体
験
も
。
問
 馬
  艶
 ☎
　
 
６

ま
 え
ん

080

５
８
０
 
６
２
９
４

◆
企
画
展
「
櫻
田
精
一
展
」
生
誕
　100

年
～
響
き
あ
う
光
・
水
・
風
を
描
く

～
　
　
月
　
日
土
～
平
成
　
年
１
月

11

28

22

　
日
日
９
時
～
　
時
　
分
千
葉
県
立

24

16

30

美
術
館
（
千
葉
市
、
月
休
館
）
で
。

日
展
参
与
も
務
め
た
野
田
ゆ
か
り
の

洋
画
家
。
油
絵
や
関
連
資
料
な
ど
約

　
点
を
展
示
。
入
館
料
　
円
（
高
・

70

500大
学
生
　250

円
、
小
中
学

生
・
　
歳
以

65

上
無
料
）。問

同
美
術
館
☎

　（
　
）８
３

043
242

１
１

◆
サ
ギ
の
仲
間
ヨ
シ
ゴ
イ
の
里
で
水

鳥
タ
ゲ
リ
を
探
そ
う
　
　
月
　
日
日

11

29

９
時
運
河
駅
集
合
、　
時
　
分
解
散

12

30

予
定
。
利
根
運
河
な
ど
で
野
鳥
の
観

察
。参
加
費
　
円
。筆
記
用
具
や
双
眼

200

鏡
な
ど
を
持
参
。
当
日
会
場
受
付
。

問
小
瀧
☎
７
１
５
３
 
９
９
５
５

◆
東
京
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
五
重
奏
団

室
内
楽
音
楽
会
　
　
月
　
日
日
　
時

11

29

14 －

－

－

か
ら
岡
田
病
院
で
。
先
着
　
人
。
事

180

前
に
配
布
す
る
入
場
券
を
持
参
し
当

日
会
場
へ
。
問
啓
心
会
岡
田
文
化
事

業
部
☎
７
１
２
４
 
６
１
５
１

◆
野
田
美
術
会
展
　
　
月
２
日
水
～

12

６
日
日
９
時
～
　
時
（
最
終
日
は
　

21

15

時
ま
で
）
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ

ザ（
柏
市
）で
。　
～
　
号
の
洋
画
・

40

200

日
本
画
約
　
点
。
問
長
岡
☎
７
１
２

75

５
 
３
５
８
３

◆
野
田
か
る
た
競
技
大
会
　
　
月
５

12

日
土
　
時
　
分
～
　
時
　
分
総
合
公

13

30

16

30

園
体
育
館
で
。個
人
戦
と
団
体
戦（
１

チ
ー
ム
３
人
）。小
学
生
以
上
。
個
人

戦
　
円（
中
学
生
以
下
　
円
）、
団
体

300

200

戦
１
チ
ー
ム
　
円
（
中
学
生
以
下
　

900

600

円
）。申
込
み
は
　
月
　
日
土
ま
で
に

11

28

フ
ァ
ク
ス
（
個
人
・
団
体
戦
の
別
、

参
加
者
と
引
率
者
の
住
所
・
氏
名
・

性
別
・
☎
、
学
生
の
場
合
は
学
年
を

明
記
）
で
 
野
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
☎
７
１
２
６
 
８
６
０
９
・

思
７
１
２
４
 
９
４
４
６
へ

◆
下
総
之
国
津
久
太
鼓
「
十
五
周
年

発
表
会
」　
　
月
６
日
日
　
時
～
　

12

14

16

時
　
分
時
興
風
会
館
で
。「
野
田
の
銀

30
座
」
や「
お
祭
り
」の
演
奏
や
「
蛙
の

恩
か
え
し
」
と
題
し
た
演
劇
。
当
日

会
場
へ
。
問
染
谷
☎
７
１
２
２
 
２

０
３
１

◆
し
め
縄
作
り
　
　
月
　
日
土
　
時

12

12

14

～
　
時
岩
木
小
学
校
で
。
小
学
生
。

16

－

－

－

－

－

笛の音にあわせて舞を披笛の音にあわせて舞を披露露

秋 秋 
しゅう

霖 霖 の頃（１９９６年／千葉県立美術館蔵の頃（１９９６年／千葉県立美術館蔵））
りん



魚

皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
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◎社会福祉施設整備基金に…諮５万円＝中
里若衆会若頭鈴木富佐夫様
◎教育振興に…諮１００万円＝田中 経郎 様

つねお

そ
の
他

◆
狩
猟
解
禁
　
期
間
は
　
月
　
日
日

11

15

～
平
成
　
年
２
月
　
日
月
。
目
立
つ

22

15

服
を
着
る
な
ど
、
安
全
な
狩
猟
の
心

が
け
を
。
問
千
葉
県
自
然
保
護
課
☎

　（
　
）２
９
７
２

043
223

◆
野
田
都
市
計
画
下
水
道
の
素
案
縦

覧
と
公
聴
会
　
①
縦
覧
…
　
月
　
日

11

20

金
～
　
月
４
日
金
８
時
　
分
～
　
時

12

30

17

　
分
下
水
道
課
（
土
・
日
・
□祝 
除
く
）

15で
。
小
林
住
宅
団
地
地
区
と
中
里
工

業
団
地
地
区
の
下
水
道
区
域
追
加
に

伴
う
変
更
。
期
間
中
、
市
民
か
利
害

関
係
の
あ
る
方
は
意
見
書
の
提
出
可
。

②
公
聴
会
…
　
月
　
日
日
　
時
か
ら

12

20

13

市
役
所
８
階
大
会
議
室
で
。
事
前
に

公
述
の
申
し
出
が
な
い
場
合
は
中
止
。

問
下
水
道
課

◆
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
マ
の
再
就
職
サ
ポ

ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
　
　
月
　
日
水
　
時

11

25

10

～
　
時
市
役
所
２
階
中
会
議
室
で
。

15
再
就
職
に
役
立
つ
基
礎
知
識
を
学
び
、

同
じ
悩
み
を
持
つ
仲
間
同
士
で
話
し

合
う
。
子
育
て
や
介
護
中
の
母
親
。

先
着
　
人
。
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り

20

（
要
予
約
、
１
歳
６
か
月
～
就
学

前
）。申
込
み
は
事
前
に（
財
）　
世
紀

21

職
業
財
団
千
葉
事
務
所
☎
　（
　
）０

043
224

７
６
１
へ

◆
野
田
市
児
童
福
祉
審
議
会
の
傍
聴

　
　
月
　
日
木
　
時
　
分
か
ら
市
役

11

26

13

30

所
８
階
大
会
議
室
で
。
先
着
　
人
。

10

　
時
か
ら
受
付
。
問
児
童
家
庭
課

13◆
プ
チ
仕
事
探
し
カ
フ
ェ
　
野
田
　

in

　
月
　
日
金
　
時
～
　
時
野
田
地
域

11

27

13

16

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
。地
元
周
辺
の

企
業
担
当
者
と
気
軽
に
話
す
。就
職
希

望
の
　
歳
未
満
の
方
。先
着
　
人
。申

35

20

込
み
は
　
月
　
日
金
か
ら
商
工
課
へ

11

20

◆
野
田
市
地
域
福
祉
計
画
審
議
会
の

傍
聴
　
　
月
４
日
金
　
時
　
分
か
ら

12

13

30

市
役
所
８
階
大
会
議
室
で
。
先
着
　10

人
。　
時
か
ら
受
付
。問
社
会
福
祉
課

13
◆
野
田
市
斎
場
の
空
調
設
備
工
事
　

平
成
　
年
１
月
　
日
日
ま
で
の
工
事

22

31

に
伴
い
　
月
末
ご
ろ
ま
で
暖
房
運
転

12

が
休
止
と
な
り
、
ス
ト
ー
ブ
で
代
替

に
。
問
市
民
課
、
野
田
市
斎
場
☎
７

１
２
２
 
３
０
１
７

◆
里
親
制
度
　
市
内
在
住
の
方
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
家
庭
で
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
に
、

家
庭
の
ぬ
く
も
り
と
適
切
な
家
庭
環

境
を
あ
た
え
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
。
詳
し
く
は
千
葉
県
柏
児
童
相
談

所
☎
７
１
３
１
 
７
１
７
５
へ

－

－

◎
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
講
習
会
…
　
月
６
日
日
　
時
か
ら
総
合
公
園
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
で
。高
校
生
以
上
。月
額
使
用
料

１２

１０

市
民
千
　
円
、市
民
以
外
２
千
　
円
。当
日
会
場
受
付
。軟
ら
か
い
靴
や
印
鑑
を
持
参
。問
総
合
公
園
体
育
館
☎
７
１
２
５
 
１
１
５
５

３６０

４０

－

　金属類には、缶やファンヒーターや自
転車などがあります。
　まず、缶は素材からスチール缶とアル
ミ缶に分けられますが、資源回収に出す
場合は一緒に出すことができます。
　出すときは、次の３点に注意してくださ
い。①飲料用や缶詰、菓子缶は水で中をす
すぎ、乾かし、つぶさない。②油や塗料の缶
は、洗わなくても出せますが、必ず中身を
使い切る。③スプレー缶は中身を使い切り、
屋外で缶に穴を開けてガス抜きをする。
　缶はまとめて処理業者に引き渡し、素材
ごとにプレス処理し、塊にするため、つぶ
さないでください。また、スプレー缶はガ
ス抜きされていないと、作業員のけがや爆
発・火災の原因にもなりますので、必ずガ
ス抜きをしてください。
　また、ストーブやファンヒーターは灯油
タンクを空にし、電池は取り外す、自転車
には「資源」と張り紙をする、スチール製物
置など大きなものは、事前に清掃計画課に
連絡してください。

●●犯●●罪●●発●●生●●件●●数
本年の発生件数：１,８７４件　　　  前年比（－３３３件）
空 き 巣　８９件（－１０件）　忍び込み　２７件（－２１件）
ひったくり　６８件（＋３４件）　自動車盗　３８件（－１３件）
自転車盗　４１５件（＋７０件）　車上狙い　１６０件（－２９件）
そ の 他１,０７７件（－３６４件）

野田警察署管内（平成２１年１０月３１日現在の暫定件数）

●●交●●通（人身）●●事●●故
本年の発生件数：６１８件　　　前年比（－３７件）
死亡者　３人（－５人）　負傷者７７６人（－２１人）

野田警察署管内（平成２１年１０月３１日現在）

●●火 ●●災 ●●件 ●●数
１０月の発生件数：１件　　２１年累計（５２件）
建物火災　０件（３０件）　　林野火災　０件（１件）
車両火災　０件（６件）　　そ　の　他　１件（１５件）

先
着
　
人
。材
料
代
　
円
。は
さ
み
と

20

300

飾
り
物
を
持
参
。
申
込
み
は
　
月
　

11

20

日
金
～
　
月
４
日
金
に
 
野
田
子
ど

12

も
劇
場
☎
７
１
２
４
 
８
４
１
９
へ

◆
劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
エ
ル

コ
ス
の
祈
り
」
　
平
成
　
年
１
月
　

22

24

日
醤
　
時
　
分
か
ら
文
化
会
館
で
。

15

30

Ｓ
席
４
千
　
円
、
Ａ
席
３
千
円
。
前

500

売
り
は
文
化
会
館
、
欅
の
ホ
ー
ル
３

階
総
合
カ
ウ
ン
タ
ー
、
ジ
ャ
ス
コ
ノ

ア
店
、ブ
ッ
ク
ス
エ
ン
ド
ウ
川
間
店
・

関
宿
店
、い
な
げ
や
野
田
み
ず
き
店
、

お
茶
の
あ
ら
き
園（
坂
東
市
）、
シ
ャ

ー
プ
楽
器（
柏
市
）で
発
売
中
。
問
文

化
会
館
☎
７
１
２
４
 
１
５
５
５

募
　
集

◆
自
由
市（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）　

　
月
　
日
上
　
時
～
　
時
東
京
ベ
イ

12

12

10

15 －－

信
用
金
庫
野
田
支
店
駐
車
場
で
（
雨

天
中
止
）。募
集
　
区
画
（
抽
選
、
未

45

成
年
者
の
み
の
出
店
は
不
可
）。出
店

料
千
円
。　
月
　
日
月
必
着
で
往
復

11

30

は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
☎
・
出
店
品
目
を
明
記
）
で

〒
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課
思
７
１
２
３
 
１
３
５
６
へ

◆
小
中
学
校
臨
時
職
員
の
事
前
登
録

者
　
①
少
人
数
授
業
等
講
師
②
特
別

支
援
学
級
支
援
員
③
音
楽
非
常
勤
講

師
④
理
科
指
導
助
手
。
①
②
は
要
教

員
免
許
状
。
③
は
要
中
学
校
音
楽
の

教
員
免
許
状
。
い
ず
れ
も
有
給
休
暇

あ
り
。
通
勤
手
当
支
給
。
社
会
保
険

加
入
は
勤
務
時
間
に
よ
る
。
平
成
　22

年
４
月
１
日
以
降
、欠
員
分
を
採
用
。

曜
日
や
時
間
な
ど
の
詳
細
は
学
校
教

育
課
へ －

－

皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

分別③資源物（その５）

◎
青
色
決
算
説
明
会
・
消
費
税
等
説
明
会
…
　
月
８
日
火
　
時
　
分
～
　
時
市
役
所
８
階
大
会
議
室
で
。

１２

１３

３０

１６

所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
書
の
作
成
な
ど
。
当
日
会
場
受
付
。
問
柏
税
務
署
☎
７
１
４
６
 
２
３
２
１

－
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市報のだ　第１０５６号　平成２１年１１月１５日号／発行：野田市・☎◯０４ ７１２５－１１１１（内線２３７４）／編集：企画財政部秘書広報課
人口と世帯：人口＝１５７,１０１人／男＝７８,９４４人、女＝７８,１５７人／世帯数６０,９６５世帯 （Ｈ２１．１１．１現在）

 花  綾 ちゃん
か りん

（１７.１１.９生）
〔岡田和也・直美さん（長女）・山崎〕

 住宅ローンの返済が
　困難な場合の個人民事再生法は

　クレジットや消費者ローンの返済のために
家計が成り立たなくなったり、返済が滞った
りしていませんか。自分の収入で借金を返済
できない状況になってしまって、返済のため
の借金を繰り返すと、多重債務に陥ります。

　もしこのような状態に陥ってしまったら、
できるだけ早く借金の整理をして、生活の立
て直しを図らなくてはなりません。
　借金問題は、どのようなものであっても、
何らかの解決方法があります。一人で抱え込
まずに、まず相談してください。
　なお、１２月１日火に弁護士による無料相談
会を市役所で開催します。
　相談予約は、１１月１６日月から受け付けます
ので、ご利用ください。

僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ １１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののののののののの講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会～　１２月の講習会　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
トレーニングルーム
【総合公園体育館】☎７１２５－１１５５
　・２日水、４日金、１３日日…１０時～
　・６日日…１５時３０分～
【関宿総合公園体育館】☎７１９８－８５００
　・１日火、３日木、６日日…１０時～
　・６日日…１５時３０分～
リフレッシュルーム
【野田公民館】☎７１２３－７８１８
　※運動のできる服装・室内用運動靴・タオルを持参
　・２日水、５日土、９日水
　　　　　　　　…１１時、１３時、１７時、１９時～
　

※いずれも対象は高校生以上
　月額使用料：市民１,３６０円、市民以外２,０４０円

 つばさちゃん

（１９.７.１８生）
〔中川智史・いづみさん（長女）・堤根〕

借金の返済でお困りの方へ

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

　
今
年
で
　
回
目
を
迎
え
た
「
関
宿
城
ま
つ
り
」
が
、

14

　
月
　
日
、
県
立
関
宿
城
博
物
館
を
中
心
に
同
実
行

10

25

委
員
会
に
よ
り
開
催
さ
れ
、約
１
万
８
千
人
の
親
子
連

れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　
お
姫
様
や
家
臣
な
ど

に
ふ
ん
し
た
市
民
ら
の

大
名
行
列
が
始
ま
る
と
、

沿
道
に
は
多
く
の
写
真

家
の
姿
も
。一
方
、火
縄
銃

の
演
舞
や
和
太
鼓
の
演
奏

な
ど
伝
統
文
化
も
披
露
さ

れ
、見
物
客
を
魅
了
し
た
。

  大
名
行
列
や
火
縄
銃
な
ど

　
　
 「
関
宿
城
ま
つ
り
」盛
大
に

大名行列は関宿中・高校の生徒も参加

やっとの思いで家を建て
たのに、夫の給与が減少し

て、返済が困難なので、毎月の
返済額を減らしてもらうよう
銀行に相談したのですが、よい
返事はありませんでした。何と
か家だけは残したいのですが、
何か方法はないでしょうか。
個人民事再生手続きに
より、多重債務を抱えた

個人債務者が支払い不能に
陥る前に、経済的な立ち直り
を図れるようになりました。
　ただし、個人であれば誰
でもこの手続きを利用でき
るわけではなく、将来にお
いて継続的または反復して

収入を得る見込みがあり、
かつ住宅ローンを除く借金
が５千万円を超えないこと
が条件となります。
　給与所得者等再生手続の
再生計画の中で住宅ローンの
特則を利用して、これに従い
弁済すれば住宅を失わずに済
みますが、ローンの残額を減
額するものではなく、完済ま
での期限を延長して毎月の支
払額を減額してもらうもので
すので、この特則の利用によ
り経済的な利益になるのかを
考える必要があります。
　一度弁護士や司法書士と相
談してみるとよいです。

Ｑ

Ａ

鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

　
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
を
広
め
て
い
る
日
本
パ
ラ
モ
ー

タ
ー
協
会
で
は
、　
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
ス
ポ
ー

10

23

25

ツ
公
園
で
「
日
本
選
手
権
」
を
開
催
し
た
。

　
エ
ン
ジ
ン
と
大
き
な
プ

ロ
ペ
ラ
を
背
負
い
、パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
で
空
を
飛
ぶ
パ

ラ
モ
ー
タ
ー
の
選
手
　50

人
が
、全
国
か
ら
集
ま
っ

た
。時
お
り
降
る
雨
に
も

か
か
わ
ら
ず
、滞
空
時
間

や
着
陸
の
正
確
さ
な
ど

を
懸
命
に
競
っ
て
い
た
。

飛
行
技
術
競
っ
た

　「
パ
ラ
モ
ー
タ
ー
」大
会
に
全
国
か
　

　
ら 
　
人
50

７０歳を超える参加者も



＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
目
的
の
品
物
が
見
つ
か
っ
た
方
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、「
譲
り
ま
す
」
の
連
絡
・
交
渉
の
開
始
日
は
、
市
報
が
お
手
元
に
届
き
次
第
で

し
た
が
、
公
平
性
を
期
す
た
め
、　

日
か
ら
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

20

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ
ー

　

情
報
コ
ー
ナ
ー
の
活
用
を
　

◆
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
方
法

①
提
供
者
（
希
望
者
）
は
、
は
が
き
で

市
に
申
し
込
む
、
②
市
で
記
入
漏
れ
が

な
い
か
審
査
、
③
市
報
に
掲
載
、
④
希

望
者
は
　
日
以
降
に
直
接
、
提
供
者
に

20

連
絡
・
交
渉
す
る
、
と
い
う
形
で
す
。

　
な
お
、
提
供
者（
希
望
者
）は
、
は
が

き
に
①
品
物
名
、
②
購
入
年
、
③
住
所
、

④
氏
名（
ふ
り
が
な
）、⑤
連
絡
方
法
、⑥

金
額（
有
償
の
場
合
は
必
ず
記
入
。「
譲

り
ま
す
」
の
価
格
応
談
は
不
可
）
を
記

入
し
て
、
〒
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所
清
掃
計
画
課
「
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ

ー
ナ
ー
」
係
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
締
切
日
】
毎
月
　
日
ま
で
に

20

届
い
た
も
の
は
、
翌
月
号
に
掲
載
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

　
月
の
ご
み
収
集
と
資
源
回
収

12◆
ご
み
収
集
＝
　
日
鐘
は
収
集
し
ま
す

23

◆
資
源
回
収
＝
　
日
鐘
は
収
集
す
る
予

23

定
。　
日
障
、　
日
鍾
、　
日
鐘
に
振

24

29

30

替
収
集
す
る
地
域
あ
り
。
自
治
会
の
回

覧
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
を
。

年
末
年
始
の
業
務
は
　
月
　
日
号
で
掲

12

15

載
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
ご
み
収
集
は
清
掃
第
一
課

☎
7
1
3
8
 
１
０
０
１
・
関
宿
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
９
６
 
０
０
２

２
／
資
源
回
収
は
清
掃
計
画
課

―

―

―

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】

【
譲
り
ま
す
】

品
　
物
　
名

勉
強
机
（
棚
・

椅
子
付
き
）

D
V
D
レ
コ
ー

ダ
ー

自
転
車

三
輪
車

食
卓
テ
ー
ブ
ル

ダ
ッ
フ
ル
コ
ー
ト

コ
タ
ツ

ガ
ラ
ス
テ
ー
ブ
ル

車
・
家
兼
用

冷
・
温
蔵
庫

車
用
ル
ー
フ

ボ
ッ
ク
ス

電
気
オ
ル
ガ
ン

テ
レ
ビ

ビ
デ
オ
デ
ッ
キ

購
入
年

不
明

平
成
　１８

平
成
　１３

平
成
　１５

平
成
　１６

不
明

平
成
　１８

平
成
　１９

不
明

希
望
金
額

５
千
円

１
万
円

　
円
と

３００　
円
５００無

料
千
円

無
料

３
千
円

５
千
円

無
料

備
　
　
　
考

机
＝
高
さ
　
㎝
×
横
　
㎝

７３

100

×
奥
行
き
　
㎝
・
棚
＝
高
さ

６５

　
㎝
７０ソ

ニ
ー
製
・
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス

ク
内
蔵

女
児
用
・
２
台
あ
り
・
小
学

１
～
３
年
生
用

１
～
４
歳
用

０
～
４
歳
用
・
足
付
き

サ
イ
ズ
　
号
・
中
学
生
女
子

１１

用
・
紺
色

縦
　
㎝
×
横
　
㎝
×
高
さ

８０

８０

　
㎝
３５縦

　
㎝
×
横
　
㎝
×
高
さ

６０

９０

　
㎝
３９C

A
P
T
A
I
N
・
S
T
A

G
製

T
H
U
L
E
製
・
鍵
あ
り

ヤ
マ
ハ
製

テ
ク
ノ
エ
ー
ス
・
S
I
L
V

E
R
製
・
　
型
１４

ソ
ニ
ー
製

連
　
絡
　
先

高
橋
緯
　
・
３
３
４
７
・
２
２

０９０

６
０

関
根
緯
７
１
２
７
・
３
６
３
２

末
柄
緯
　
・
１
１
２
６
・
６
１

０９０

０
３

篠
崎
緯
７
１
２
９
・
７
８
５
３

須
賀
緯
　
・
３
５
２
７
・
８
５

０９０

６
２

石
塚
緯
　
・
５
５
０
４
・
６
４

０９０

１
０

石
塚
緯
　
・
１
４
６
７
・
１
７

０９０

４
８
（
　
時
～
　
時
）、
取
り

15

20

に
来
ら
れ
る
方

小
倉
緯
　
・
１
６
５
５
・
１
５

０９０

３
３
（
　
時
以
降
）

20

品
　
物
　
名

男
子
用
学
生
服

ガ
ス
コ
ン
ロ

冷
蔵
庫

男
児
用
子
ど
も
服

第
二
中
学
校
女
子
制

服
一
式

　
イ
ン
チ
自
転
車

２５自
転
車
用
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト

男
児
用
ス
ー
ツ

子
ど
も
用
ふ
と
ん

子
ど
も
用
三
輪
車

A
型
ベ
ビ
ー
カ
ー

耕
運
機

男
児
用
自
転
車

希
望
金
額

無
料
か
安
価

無
料

無
料
か
安
価

無
料

安
価

無
料
か
安
価

備
　
　
　
　
考

黒
の
詰
襟
タ
イ
プ
・
サ

イ
ズ
　
㎝
～
　
㎝

180

１８５

都
市
ガ
ス
用

２
ド
ア

サ
イ
ズ
　
㎝
～
　
㎝
・

110

120

夏
、
冬
上
下

サ
イ
ズ
M
、L
・
夏
、冬
用

後
部
に
取
り
付
け
る
タ

イ
プ

サ
イ
ズ
　
㎝
～
　
㎝
・

100

120

七
五
三
用

３
歳
以
上

サ
イ
ズ
　
イ
ン
チ

２０

連
　
　
絡
　
　
先

内
海
緯
　
・
９
３
４
５
・
５
４
３
０

０９０

根
本
緯
　
・
１
６
５
８
・
３
０
４
２

０９０

飯
吉
緯
７
１
２
２
・
２
１
３
３

逆
井
緯
　
・
３
４
５
０
・
６
７
３
３

０９０

小
倉
緯
　
・
１
６
５
５
・
１
５
３
３

０９０

（
　
時
以
降
）

２０佐
藤
緯
７
１
２
７
・
８
０
０
８

品
　
物
　
名

登
山
用
品

購
入
年

不
明

希
望
金
額

無
料

備
　
　
　
考

ザ
ッ
ク
・
雨
具
・
ス
ト
ッ
ク
・

そ
の
他

連
　
絡
　
先

宮
下
緯
７
１
３
８
・
２
５
３

４
、
取
り
に
来
ら
れ
る
方



会
　
　
場

中
央
公
民
館

北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

北
部
公
民
館

福
田
公
民
館

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）

関
宿
北
部
公
民
館

関
宿
中
部
公
民
館

南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

関
宿
南
部
公
民
館

川
間
公
民
館

南
部
梅
郷
公
民
館

関
宿
中
央
公
民
館

東
部
公
民
館

開
催
日

（
平
成
　
年
）

２２

１
月
８
日
金

１
月
　
日
木

２１

１
月
　
日
日

２４

１
月
　
日
火

１２

２
月
５
日
金

１
月
　
日
水

１３

１
月
　
日
金

２２

１
月
　
日
木

１４

１
月
　
日
水

２７

１
月
　
日
金

１５

１
月
　
日
月

２５

２
月
６
日
土

１
月
　
日
土

１６

１
月
　
日
木

２８

１
月
　
日
日

１７

１
月
　
日
金

２９

１
月
　
日
月

１８

２
月
１
日
月

１
月
　
日
火

１９

１
月
　
日
土

３０

１
月
　
日
水

２０

１
月
　
日
日

３１

１
月
　
日
土

２３

２
月
２
日
火

１
月
　
日
火

２６

２
月
４
日
木

２
月
３
日
水

２
月
７
日
日

定
員

（
各
回
）

　
人
９０　

人
６０　

人
７０　

人
１００　

人
６０　

人
７０　

人
８０　

人
６０　

人
８０　

人
６０　

人
１００　

人
４０　

人
４５

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

　
現
在
の
テ
レ
ビ
放
送
（
地
上
ア
ナ
ロ

グ
放
送
）
は
、
平
成
　
年
７
月
　
日
で

23

24

終
了
と
な
り
、「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
」

に
移
行
さ
れ
ま
す
。

　
総
務
省
の
「
千
葉
県
テ
レ
ビ
受
信
者

支
援
セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
千
葉
）」
で

相
談
は
関
東
財
務
局
千
葉
財
務
事
務
所

多
重
債
務
相
談
窓
口
☎
　（
　
）７
８
３

043
251

０
、
千
葉
県
県
民
生
活
課
☎
　（
　
）２

043
223

７
９
５
、　
時
間
・
　
日
相
談
窓
口
☎

24

365

　（
　
）０
４
４
１
へ

043
247

◆
個
別
的
労
使
紛
争
の
あ
っ
せ
ん
　
個

々
の
労
働
者
と
使
用
者
で
、
解
雇
や
配

置
転
換
な
ど
労
働
条
件
を
め
ぐ
る
紛
争

の
際
に
、
公
正
・
中
立
な
立
場
で
、
迅

速
・
円
満
に
解
決
す
る
よ
う
支
援
。
事

前
に
千
葉
県
労
働
委
員
会
事
務
局
☎
　043

（
　
）２
１
３
１
へ

231◆
子
育
て
中
の
母
親
の
就
職
相
談
　
毎

週
火
～
土
　
時
～
　
時
。
一
回
　
分
。

10

16

30

女
性
の
再
就
職
に
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
が
対
応
。
事
前
に
子
育
て
お
母

さ
ん
再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
　（
　
）

043
273

４
５
１
０
へ

会
員
募
集

◎
サ
ー
ク
ル
名
（
活
動
内
容
）・
活
動
予

定
日
時
・
活
動
予
定
場
所
・
募
集
対
象

（
な
い
も
の
は
初
心
者
、
老
若
男
女
問

わ
ず
）・
会
費
（
○月 
は
月
会
費
、
○年 
は
年

会
費
、
○入 
は
入
会
金
）・
連
絡
先

※
市
民
サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
の
コ
ー
ナ

ー
で
す
の
で
、
営
利
を
目
的
と
し
た
教
室

の
掲
載
は
お
断
り
し
て
い
ま
す
。

◆
フ
ラ
プ
ル
メ
リ
ア（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）　

毎
月
３
回
月
　
時
～
正
午
南
コ
ミ
ュ
ニ

10

テ
ィ
会
館
で
。
○月 
３
千
　
円
。○入 
千
円
。

300

斉
藤
☎
７
１
２
２
 
７
６
８
９

◆
生
命
の
貯
蓄
体
操（
健
康
体
操
）　
毎

―

相
　
談

◆
労
働
ト
ラ
ブ
ル
　
番
　
　
月
　
日
月

110

11

23

　
時
～
　
時
。
賃
金
未
払
い
や
サ
ー
ビ

10

15

ス
残
業
な
ど
の
労
働
ト
ラ
ブ
ル
に
司
法

書
士
が
臨
時
電
話
☎
　（
　
）４
１
４
４

043
243

で
対
応
。
問
千
葉
司
法
書
士
会
・
伊
見

☎
　（
　
）６
０
３
９

047
345

◆
税
理
士
・
弁
護
士
・
司
法
書
士
合
同

無
料
相
談
会
　
　
月
　
日
土
　
時
～
正

11

28

10

午
と
　
時
　
分
～
　
時
　
分
三
井
ガ
ー

13

30

15

30

デ
ン
ホ
テ
ル
柏（
柏
市
）で
。
千
葉
県
の

税
理
士
会
・
弁
護
士
会
・
司
法
書
士
会

の
会
員
が
対
応
。
先
着
　
人
。
申
込
み

24

は
事
前
に
細
谷
智
之
会
計
事
務
所
・
浅

井
☎
７
１
２
９
 
７
５
６
１
へ

◆
育
児
相
談
日
　
　
月
２
日
水
　
時
　

12

10

30

分
～
正
午
ゆ
う
＆
み
い
チ
ャ
イ
ル
ド
館

で
。
０
～
３
歳
の
親
子
。
先
着
５
人
。

参
加
費
　
円
。
申
込
み
は
　
月
　
日
金

50

11

20

か
ら
 
ゆ
う
＆
み
い
☎
７
１
２
４
 
１

３
６
７
へ

◆
障
害
者
・
高
齢
者
の
人
権
・
法
律
　110

番
　
　
月
９
日
水
　
時
～
　
時
。
家
族

12

13

16

問
題
や
財
産
・
金
銭
問
題
に
弁
護
士
が

臨
時
電
話
☎
　（
　
）９
０
０
２
や
フ
ァ

043
227

ク
ス
　（
　
）４
８
６
０
で
対
応
。
問
千

043
225

葉
県
弁
護
士
会
☎
　（
　
）８
４
３
１

043
227

◆
多
重
債
務
相
談
　
多
重
債
務
で
悩
ん

で
い
る
方
に
電
話
で
無
料
相
談
を
実
施
。

―

―

週
月
　
時
　
分
～
　
時
　
分
南
コ
ミ
ュ

13

30

15

30

ニ
テ
ィ
会
館
で
。
○月 
２
千
　
円
。
浅
利

500

☎
７
１
２
９
 
１
６
３
６

◆
ひ
ま
わ
り
会（
社
交
ダ
ン
ス
）　
毎
週

月
　
時
～
　
時
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

19

21

で
。
○月 
４
千
円
。
○入 
千
円
。
広
瀬
☎
　090

 
３
１
４
２
 
３
５
５
４

◆
関
宿
バ
ド
サ
ー
ク
ル
（
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
）
　
毎
週
木
　
時
～
　
時
関
宿
総
合

13

15

公
園
体
育
館
で
。
○月 
千
円
。
原
田
☎
７

１
９
６
 
５
５
８
１

◆
プ
ア
リ
リ
ア（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）　
毎
月

第
１
・
２
・
３
金
　
時
～
正
午
関
宿
コ

10

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
（
い
ち
い
の
ホ
ー
ル

内
）
で
。
女
性
。
○月 
３
千
円
。
立
川
☎

７
１
２
４
 
８
７
０
５
（
　
時
　
分
～

18

30

　
時
）

21◆
む
つ
み
会
（
調
理
実
習
）
　
毎
月
第

２
・
３
水
　
時
～
正
午
中
央
公
民
館
で
。

10

○月 
２
千
　
円
。 文
  道
 ☎
７
１
２
４
 
２

ぶ
ん
 ど
う

500

５
５
８

◆
 養
  神
  館
 合
気
道
龍
野
田
同
好
会
　
毎

よ
う
 し
ん
 か
ん

週
土
９
時
～
正
午
総
合
公
園
体
育
館
武

道
場
で
。
○月 
３
千
円
。
田
中
☎
　
 
５

090

９
８
３
 
０
６
０
８

◆
ク
ゥ
ー
ラ
ニ（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）　
毎
月

３
回
木
　
時
～
正
午
南
部
梅
郷
公
民
館

10

で
。
女
性
。
○月 
３
千
円
。
片
岡
☎
　
 
090

１
６
０
９
 
５
３
３
７

◆
野
田
バ
レ
エ
　
毎
週
金
　
時
　
分
～

16

30

　
時
　
分
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。

18

30

３
歳
～
中
学
生
。
○月 
３
千
円
。
河
合
☎

７
１
２
９
 
７
５
７
１

―

―

―

―

―

――

―

―

――

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

は
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
移
行
後
、

テ
レ
ビ
を
見
る
た

め
に
必
要
な
情
報

を
お
知
ら
せ
す
る

と
と
も
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
疑
問

や
質
問
な
ど
に
お

答
え
し
よ
う
と
、

表
の
日
程
で
、「
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
」

の
受
信
説
明
会
を

市
内
各
地
区
で
開

催
し
ま
す
。

　
な
お
、
説
明
会

は
無
料
で
、
機
器

の
販
売
や
契
約
を

勧
誘
す
る
こ
と
な

ど
は
一
切
あ
り
ま

せ
ん
。

【
問
合
せ
】
総
務

省
テ
レ
ビ
受
信
者

支
援
セ
ン
タ
ー
・
デ

ジ
サ
ポ
千
葉
説
明

会
事
務
局
☎
　043

（
　
）０
４
６
１

308

■受信者説明会の会場や開催日など

※開催時間は、各開催日すべて１０時、１３時、１５時からの全３回で、各回先着順です。 

「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
」

　
    受
信
説
明
会
を
各
地
区
で



２８６
健康ひと口メモ

医師会から

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

保 健 セ ン タ ー・☎７１２５－１１８８
関宿保健センター・☎７１９８－５０１１
野田健康福祉センター・☎７１２４－８１５５

胸急病センター・☎７１２５－１１８８
怯夜間急病診療（内科・小児科）…１９時～２２時
怯休日急患歯科診療…９時～正午

食
事
を
し
た
か
ど
う
か
な
ど
、日
常
生
活
の
も
の
忘
れ

や
場
所
が
分
か
ら
な
く
な
る
こ
と
な
ど
は
、本
人
は
病

識
が
な
く
、受
け
答
え
で
作
り
話
を
す
る
な
ど
、も
っ

と
も
ら
し
い
こ
と
が
多
く
な
り
、痴
呆
と
間
違
わ
れ
や

す
い
高
齢
者
の
う
つ
病
は
、本
人
に
病
識
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
場
合
、
古
い
記
憶

は
保
存
さ
れ
ま
す
が
、
最
近
の
こ
と
は
「
経
験
全
部

を
覚
え
ら
れ
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
 記
銘
力
 障
害
か

き
め
い
り
ょ
く

ら
始
ま
る
傾
向
が
強
く
な
り
、見
た
り
聞
い
た
り
す
る

感
覚
機
能
や
体
を
動
か
す
運
動
機
能
に
は
、普
通
、障

害
が
あ
り
ま
せ
ん
。発
症
年
齢
に
よ
っ
て
　
歳
す
ぎ
か

40

ら
か
か
る「
初
老
期
発
病
」の
も
の
と
、　
歳
以
後
の「
老

65

齢
期
発
病
」
の
２
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。（
A
・
M
）

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
と
は
、
脳
の
中
の
神
経
細
胞

が
異
常
に
早
く
多
数
死
ん
で
、 痴
  呆
 症
状
を
示
す
病

ち
 ほ
う

気
の
一
種
で
、「
病
気
と
し
て
の
痴
呆
」
は
、
も
の
忘

れ
が
ひ
ど
く
（
記
憶
が
継
続
的
に
障
害
さ
れ
た
り
）、

思
考
や
判
断
に
障
害
を
き
た
し
、
通
常
の
社
会
生
活

が
う
ま
く
い
か
な
く
な
る
な
ど
、
実
際
面
を
基
準
と

し
て
診
断
さ
れ
る
症
状
で
す
。

　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
な
っ
た
か
ど
う
か
は
、「
も

の
忘
れ
が
ひ
ど
い
、作
業
が
遅
い
、う
ま
く
い
か
な
く

な
る
、言
動
が
異
常
」な
ど
、家
族
や
周
囲
が
気
が
付
く

場
合
が
多
く
、一
方
、中
核
症
状
と
い
わ
れ
る
、約
束
や

受
付
時
間
は
平
日
の
９
時
～
　
時
（
□祝 
除
く
）
で
す
。

17

　
高
齢
者

対
　
象
 
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
平
成
　
年
１
月
　
日
醤
ま
で
、
高
齢
者
対
象
の
季

22

31

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
、市
内
指
定
医
療

機
関（
予
約
制
・
休
診
日
除
く
）で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
は
、接
種
日
に
満
　
歳
以
上
の
方
と
、満
　
歳
以

65

60

上
　
歳
未
満
の
方
で
心
臓
、
じ
ん
臓
か
呼
吸
器
の
機
能

65
に
障
害
が
あ
る
な
ど
、一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
で
す
。

　
費
用
　
円（
　
円
で
接
種
で
き
る
の
は
１
回
）と
保

500

500

険
証
が
必
要
で
、
原
則
、
主
治
医
の
も
と
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
（
市
外
の
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
を
）。

　
生
活
保
護
受
給
者
や
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税

の
方
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

※
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
で
は
あ
り
ま
せ
ん

  訪
問
に
よ
る
機
能
訓
練

　
理
学
療
法
士
や
保
健
師
が
家
庭
に
訪
問
し
、
機
能

訓
練
方
法
や
住
宅
改
造
な
ど
の
相
談
や
指
導
を
無
料

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
医
療
機
関

　
　
   　
 　
不
明
な
と
き
は
相
談
窓
口
へ

で
行
い
ま
す
。

　
対
象
は
、　
歳
～
　
歳
の
市
民
で
、
病
気
や
け
が

40

64

な
ど
の
障
害
に
よ
り
、
日
常
生
活
に
支
障
が
あ
り
、

訓
練
を
行
う
必
要
の
あ
る
方
で
す
（
介
護
保
険
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
は
不
可
）。

寝
た
き
り
予
防
の
た
め
の
講
演
会

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
依
然
と
し
て
猛
威
を
ふ

る
っ
て
い
ま
す
。９
月
以
降
、市
内
の
小
中
学
校
で
も

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
見
ら
れ
る
症
状
が
広
ま
り
、

市
で
は
感
染
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
学
校
閉
鎖
や
学

年
閉
鎖
な
ど
の
対
応
を
行
う
と
と
も
に
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閉
鎖
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
、　
月
　
日
か
ら
医
療
従
事
者
を
対
象
に
開
始
さ

10

19

れ
ま
し
た
が
、
医
療
従
事
者
以
外
の
優
先
接
種
者
の

接
種
時
期
や
医
療
機
関
な
ど
は
、
県
か
ら
具
体
的
な

情
報
が
入
り
次
第
、
回
覧
チ
ラ
シ
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
受
診
は
一
般
の
医
療
機
関
へ

　
現
在
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
を
疑
う
症
状

の
あ
る
方
の
診
療
は
、原
則
、季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
同
様
に
一
般
の
医
療
機
関
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
受
診
希
望
の
方
は
、
事
前
に
か
か
り
つ
け
の
医
療

機
関
に
連
絡
し
て
指
示
に
し
た
が
い
、
マ
ス
ク
を
着

用
し
、な
る
べ
く
公
共
の
交
通
機
関
の
利
用
を
さ
け
る

な
ど
、感
染
拡
大
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
電
話
で
医
療
機
関
の
相
談
も

　
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
が
な
い
場
合
な
ど
で
、

受
診
す
る
医
療
機
関
が
不
明
な
と
き
は
、
次
の
「
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
相
談
窓
口
」
か
「
野
田
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー（
野
田
保
健
所
）」に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
相
談
窓
口（
千
葉
県
）…
☎

　（
　
）４
４
１
１
、思
　（
　
）５
９
５
０
、受
付
時
間

043
223

043
221

は
６
時
～
　
時（
土
・
日
・
□祝 
を
含
む
）で
す
。

22

◆
野
田
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
野
田
保
健
所
）…
☎
７

１
２
４
 
８
１
５
５
、
思
７
１
２
４
 
２
８
７
８
、

－

－

　
「
生
き
る
力
を
強
く
す

る
『
笑
い
』
は
明
日
へ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
題
し
た

 樋
  口
  強
 氏（
い
の
ち
の
落

ひ
 
ぐ
ち
 つ
よ
し

語
家
・
作
家
・
全
日
本
社

会
人
落
語
協
会
副
会
長
）

小話も交えて小話も交えて 

に
よ
る
講
演
を
、　
月
７
日
鉦
、　
時
　
分
か
ら
　

12

13

30

15

時
ま
で
、
市
役
所
大
会
議
室
で
開
催
し
ま
す
。

　
定
員
　
人
で
、
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し

150

込
み
く
だ
さ
い
（
手
話
通
訳
あ
り
）。

【
問
合
せ
】保
健
セ
ン
タ
ー
、「
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
」は
保
健
セ
ン
タ
ー
、関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー



◎休日当番医の診療時間は、外科・産婦人科＝９時～２２時（１６時～１９時除く）、内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センター）です。
　休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４-７２７２：コード番号６１０１）、
　または野田市ホームページ（http：//www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認を

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

◯外 
＝
外
科
　
◯内 
＝
内
科
　
◯産 
＝
産
婦
人
科

中毒
１１０番

煙（財）日本中毒情報センター（化学物質、医薬品、動植物の毒などで
起こる急性中毒の応急処置の情報を提供）…大阪中毒１１０番（３６５
日２４時間）＝☎０７２（７２７）２４９９／つくば中毒１１０番（３６５日９時～２１
時）＝☎０２９（８５２）９９９９
煙日高病院中毒情報センター（９時～１９時）＝☎０２７（３６２）６２０１

◎
野
田
断
酒
新
生
会
酒
害
相
談
…
市
民
会
館
＝
毎
月
第
１
・
３
・
４
土
曜
日
／
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１８

３０

２０

３０

／
関
宿
南
部
公
民
館
＝
毎
月
第
１
日
曜
日
／
　
時
～
　
時
　
分
／
榎
本
政
幸
☎
７
１
２
５
―
３
０
５
０

１３

１５

３０

◎
た
ば
こ
の
誤
飲
等
専
用
電
話
…
　
日
・
　
時
間
対
応
／

３６５

２４

テ
ー
プ
に
よ
る
情
報
提
供
／
☎
　（
　
）９
９
２
２（
無
料
）

０７２

７２６

◎
こ
ど
も
急
病
電
話
相
談
…
毎
日
夜
間
対
応
／
　
時
～
　
時
／

19

22

☎
♯
８
０
０
０
（
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
か
ら
は
　
（
　
）
9
9
3
9

043

242

野田健康福祉センター
（野田保健所）の健康に
関する案内
※１　療育相談は整形外科的心配のあ

る１８歳未満の方が対象です。
※２　ＨＩＶ抗体検査は、クラミジア、

梅毒、Ｂ型・Ｃ型肝炎の検査も
同時に検査できます。

保健センターの健康に関する案内と休日当番医
各地区健康相談栄養・歯科乳幼児健診

両 親 学 級予防接種

　
月
１２

受付：９時３０分
　　　～１１時３０分
会場：下記会場

（歯科の受付時間）
受付：１０時～１１時
　　　１３時～１４時
会場：下記会場

（健診は個人通知）
三歳児健康診査は、３歳６か
月で通知
両親学級の申し込みは電話で
会場：下記会場

受付：ＢＣＧ予防接種のみ＝１３
時１５分～１３時３０分
ポリオ＝１３時１５分～１４時１５分
会場：下記会場
麻しん風しん混合・ジフテリア
百日せき破傷風・ジフテリア破
傷風・日本脳炎は、各医療機関
で実施中

精神保健福祉相談１４時～１６時（予約制）１歳６か月児健康診査
（保健センター）火１

ＨＩＶ抗体検査１３時３０分～１４時３０分、１７時３０分
～１８時３０分（予約制・匿名・無料）※２

２歳３か月児歯科相談
（関宿保健センター）

３か月児健康診査・ＢＣＧ予防接種
（保健センター）水２

精神障害回復者グループ小枝の会１０時～正午（予約制）七光台会館２歳３か月児歯科相談
（保健センター）木３
２歳３か月児歯科相談
（保健センター）金４

土５
◯外 ＝門倉医院（緯７１２４－５３１１）／◯内 ＝野田南部診療所（緯７１２１－０１７１）／◯産 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）日６

両親学級Ⅱ・同窓会
（保健センター）月７

女性のための健康相談１３時１５分～１６時（予約制）関宿保健センター栄養相談会
（保健センター）

三歳児健康診査
（保健センター）火８

精神保健福祉相談１４時～１６時（予約制）三歳児健康診査
（保健センター）水９

低体重児健康相談１３時～１３時４５分保健センター１歳６か月児健康診査
（関宿保健センター）木１０

金１１
土１２

◯外 ＝山崎外科内科（緯７１２２－２３５９）／◯内 ＝新村医院（緯７１３８－２１０３）／◯産 ＝アイレディースクリニック（緯７１３７－７６６１）日１３
２歳３か月児歯科相談
（保健センター）
離乳食講習会（関宿保健センター）

月１４

１歳６か月児健康診査
（保健センター）火１５

精神保健福祉相談１４時～１６時（予約制）
ＨＩＶ抗体検査９時～１０時（予約制・匿
名・無料）※２

２歳３か月児歯科相談
（保健センター）

３か月児健康診査・ＢＣＧ予防接種
（保健センター）水１６

精神障害回復者グループ小枝の会１０時～
１６時（予約制）谷吉会館離乳食講習会

（保健センター）
３か月児健康診査・ＢＣＧ予防接種
（関宿保健センター）木１７

三歳児健康診査
（関宿保健センター）金１８

土１９
◯外 ＝西村クリニック（緯７１２３－００５０）／◯内 ＝丹保医院（緯７１２９－３５５７）／◯産 ＝遠藤産婦人科医院（緯７１２４－７８６０）日２０

月２１
精神保健福祉相談１４時～１６時（予約制）ポリオ

（保健センター）火２２
◯外 ＝しばやま整形外科（緯７１２０－５３５５）／◯内 ＝小澤医院（緯７１２２－３９８０）／◯産 ＝杉崎クリニック（緯７１２５－１０７０）水２３

療育相談１３時～１３時１５分※１島会館木２４
金２５
土２６

◯外 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）／◯内 ＝豊泉医院（緯７１２９－３８１３）／◯産 ＝川間太田産婦人科医院（緯７１２７－１１３５）日２７
月２８

◯外 ＝須藤整形外科（緯７１２２－１２２１）／◯内 ＝野田病院（緯７１２７－３２００）／◯産 ＝杉崎クリニック（緯７１２５－１０７０）火２９
◯外 ＝キッコーマン総合病院（緯７１２３－５９１１）／◯内 ＝あらい内科クリニック（緯７１２２－５７２３）／◯産 ＝川間太田産婦人科医院（緯７１２７－１１３５）水３０
◯外 ＝梅郷整形外科クリニック（緯７１２５－２０１１）／◯内 ＝山縣医院（緯７１２５－３７４１）／◯産 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）木３１


